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2014 夏のボランティア体験事業

ボランティアから連想する一文字造語
～漢字を組み合わせて新しい漢字を作ってみよう～

読み：ささえあう
意味：みんなで支えあって活動したから

読み：たすけあい
意味：人と人とが助け合っているから

読み：人から学ぶ
意味：一人では学べないことをたくさんの

人から学べたから

読み：ふれあい
意味：地域の方々と触れ合うことが多かっ

たから

読み：しごと
意味：忙しいけど、それを上回る楽しいこ

とがあるから

『福祉の仕事について』
　講師　木村真悟氏（岡山県社会福祉協議会 福祉経営支援部）

　事前研修会では体験にあたっての心構えを学び、学生 254 人の参加者は、協力をいただいた
受入団体 32 か所でボランティア活動を行い、福祉についての理解を深めました。また、事後
研修会では体験を通じて感じたことなどをグループで話し合いました。

　今回、地元の老人保健施設でボランティア活動を
させていただきました。小さい頃から地域の方と接
する機会が多く、高齢者と関わることも大好きなの
でとても楽しみにしていました。
　利用者さんや施設の介護士さん等と交流する中で
たくさんのことを学びましたが、特
に話を聞くときは単純に「聞く」の
ではなく、相手の心に寄り添いなが
ら「聴く」ことの大切さを改めて感
じました。 高梁城南高等学校2年

兼髙 いづみ さん

事前・事後研修会

事 前 研 修 会 7/12 事後
研修会
8/30

受入施設としてご協力

いただきました施設・団体の

皆さまご協力ありがとう

ございました。
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2014 夏のボランティア体験事業

★ボランティア団体での主な活動内容

★高齢者・障害者施設での主な活動内容

★児童施設での主な活動内容

・ 65才以上の高齢者の方と手工芸
・ 食事作りと会食

・ 手工芸やレクリエーション
 の手伝い
・ 利用者とのふれあい
 （話し相手等）
・ 清掃活動
・ 行事（夏祭り等）の準備

・ 昼食やおやつの準備
・ 園児、児童とのふれあい
 （遊び・学習・見守り）
・ 清掃活動
・ 行事（誕生日会等）の準備

団体のコメント

施設のコメント

施設のコメント

・ 高齢者の人と話をしなが
ら、若いパワーをいただけ
てよかった。

・ 暑い中、一生懸命料理を
作ってくれた。来年もぜひ
来てください。

・ 昨年も参加して、一緒に遊んだ
子が「お姉ちゃん」と声をかけて
くれてうれしかった。

・ 実際に体験することで、思ってい
たこととは違うことがあるとい
うことを学びました。

・ 小さい子とふれあう機会がない
ので、ボランティアに参加して良
かった。

・ 不安だったけど、お手玉づくりな
ど、たくさんの高齢者の方が優
しく教えてくれたのでやり遂げ
られた。

・ 地域の人と交流を持つことがで
きて良かった。

・ 人と人との助け合いを学ぶこと
ができた。

・ 普段あまり関わることのない人
と接することができ、話し方や
接し方などを学ぶことができま
した。

・ 将来のことを考えるいいきっかけ
になりました。

・ 大変なイメージがあるかもしれな
いが、色々な事を学べて、とても
楽しかったので一度体験してみた
らいいと思う。

・ 利用者の方とのコミュニケーションは、短時間でしたが、利用者
の方々は皆さんとの『ふれあい』を喜んでおられました。

・ 今回のボランティア活動を通して、高齢者福祉に少しでも興味を
持っていただけたら嬉しい限りです。

・ 暑い中、子供たちのお世話
 や環境整備などとてもよくしてもらい助かりました。
・ お兄さん、お姉さんと遊びを共有することで普段より楽しさが

増し、楽しい夏の思い出になりました。
・助け合い、思いやりを学生生活の中で生かして、将来福祉の世

界に役立ててほしいです。

学生

コメント

学生
コメント

学生
コメント
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７月18 日、「みんなでつくる　いきいきと暮らせる愛のまち　たかはし」～ささえあい・たすけあい
のまちづくり～をテーマに、高梁総合文化会館で福祉委員や民生委員児童委員など約650人の参加のも
と、ふれあい福祉講座を開催しました。

現
在
、
総
社
市
に
は
551
人
の
福
祉
委
員
が
お
り
、
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
は
193
か
所
、
い
き
い
き
百
歳
体
操
は
120
か
所
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
平
成
21
年
に
総
社
市
福
祉
委
員
協
議
会
が
発
足
す

る
と
同
時
に
福
祉
委
員
に
推
薦
さ
れ
、
５
年
６
か
月
が
経
過

し
ま
し
た
。
福
祉
委
員
に
な
り
た
て
の
頃
は
、「
何
を
す
れ

ば
い
い
の
か
」ま
っ
た
く
わ
か
ら
ず
迷
っ
て
い
ま
し
た
が
、

１
か
月
後
地
元
で
サ
ロ
ン
を
行
わ
れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
る

と
聞
き
、「
何
か
お
手
伝
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
声
を
掛
け
、
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
社
協
の
講
座
や
介
護
サ
ポ
ー
タ
ー
の
講
座
を
聞
く
た
び

に
、
少
し
ず
つ
福
祉
委
員
の
役
割
が
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

現
在
は
月
に
１
度
の
小
地
域
活
動
、
サ
ロ
ン
活
動
、
高
齢

者
一
人
暮
ら
し
の
方
へ
の
給
食
配
り
、
毎
週
１
回
の
い
き
い

き
百
歳
体
操
、
毎
日
、
朝
、
夕
、
犬
を
連
れ
て
散
歩
し
な
が

ら
一
人
暮
ら
し
の
方
の
見
守
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

◎
福
祉
委
員
と
は
、
民
生
委
員
と
高
齢
者
の
方
の
ア
ン
テ
ナ

役
。

何
か
し
て
あ
げ
る
の
で
は
な
く「
い
ず
れ
自
分
も
行
く
道
、

通
る
道
」と
感
謝
の
気
持
ち
で
接
す
る
こ
と
が
福
祉
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

◎
肩
張
ら
ず　

笑
顔
で
サ
ポ
ー
ト　

福
祉
の
輪

高
梁
市
の
福
祉
委
員
の
皆
様
の
今
後
の
ご
活
躍
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

不
妊
治
療
の
末
、
や
っ
と
授
か
っ
た
弓
華
ち
ゃ
ん
は
、
世
界
で
数
十
例
の
染
色

体
異
常
と
診
断
さ
れ
、
8
歳
で
他
界
。
歩
く
こ
と
も
話
す
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た

が
、
弓
華
ち
ゃ
ん
が
家
族
に
教
え
て
く
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
生
き
る
と
い
う
素
晴

ら
し
さ
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

総
社
市
福
祉
委
員
協
議
会

会
長　

山
本
　
　
繁

道
志
　
真
弓　
氏

（
元
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

平成26年度 ふれあい福祉講座を開催

実践発表

記念講演

寸
劇
発
表

福
祉
委
員
活
動
へ
の
理
解
を
図
る
た

め
、
職
員
有
志
に
よ
る
寸
劇
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
少
子
高
齢
化
に

よ
り
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
世
帯
が

増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
高
齢
者
や

障
害
者
の
方
が
地
域
で
安
心
し
て

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地

域
住
民
が
福
祉
に
対
す
る
理
解
を

深
め
、「
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ

い
が
日
常
的
に
行
わ
れ
る
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま

す
。参

加
者
か
ら
は
、「
小
地
域
で

の
サ
ロ
ン
活
動
の
意
義
が
よ
く
わ

か
っ
た
」、「
福
祉
も
大
変
幅
広
い

分
野
だ
と
思
い
ま
し
た
。
も
っ
と

い
ろ
ん
な
分
野
の
話
を
聞
き
た
い
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
ま
た
、
市

社
協
の
事
業
等
に
関
す
る
ご
意
見

も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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福祉用具等の貸出について
市社協では、様々な福祉用具等の貸出を行っています。

貸出用具の使用料は無料で、貸出期間は14日以内です。
お気軽にお問い合わせください。

釣りゲーム

ボーリング

輪投げ

この他にも様々な用具があります

高梁市と市社協の共催により、次の日程で開催します。

毎
年
行
わ
れ
る「
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
」、
本
年
も
福
祉
委
員
、

民
生
委
員
児
童
委
員
、
サ
ロ
ン
関
係
者
の
皆
様
な
ど
約
650
人
の
参

加
の
も
と
で
開
催
さ
れ
、
皆
様
の
前
で
の
発
表
は
、
初
め
て
の
経

験
で
、
舞
台
に
上
が
り
紹
介
さ
れ
た
途
端
、
胸
は
ド
キ
ド
キ
、
足

は
ガ
タ
ガ
タ
、何
を
喋
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

私
た
ち
の
小
さ
い
小
さ
い
そ
し
て
高
齢
者
ば
か
り
の
グ
ル
ー
プ
で

す
が
、
高
齢
化
と
住
民
が
減
少
す
る
中
、
３
町
内
で
楽
し
く
安
心

し
て
生
き
生
き
と
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
み
ん
な
で
協
力
し
、

教
養
講
座
、
ス
ポ
ー
ツ
、
茶
話
会
な
ど
を
通
じ
て
、
健
康
で
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
る
活
動
を
お
話
し
い
た
し
ま

し
た
が
、
皆
様
に
一
つ
で

も
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で

き
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
の
発
表
が
で
き
た
の

も
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

の
方
の
お
か
げ
だ
と
感
謝

い
た
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
私
自
身
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
も
、
楽
し
く
、

気
軽
に
、無
理
な
く
を
モ
ッ

ト
ー
に
喜
ん
で
も
ら
え
、

笑
顔
の
絶
え
な
い
会
に
な

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

根
古
里
・
大
成
・
笠
根
サ
ロ
ン

代
表　

森
末
　
敏
恵

平成26年度 高梁市健康福祉のつどいの開催

お問い合わせ先　地域福祉課　☎22７２４３

１．日にち 平成26年10月11日（土）
２．催し物 大 会 の 部 表彰状の贈呈、記念講演（講師　盲目のシンガーソングライター　板橋かず

ゆき先生）、体験発表、アトラクション
 まつりの部 バザー、各種相談、作品展示、囲碁・
  将棋大会、グラウンドゴルフ大会、
  ゲートボール大会
３．場　所 高梁総合文化会館とその周辺を主会場
 グラウンドゴルフは山陽オカムラグラウンドが会場
 ゲートボールは高梁浄化センターゲートボール場が会場

展
　
　
　
示

実践発表

（ふれあいサロン団体による作品展示）
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赤い羽根共同募金運動が10月から始まります
運動期間 10月１日～12月31日

高梁市共同募金委員会から配分を受け、市社協主催で、７月18日（金）高梁総合文化会館において『平成
26年度共同募金助成金交付式』を開催し、44団体に3,200,000円を交付しました。

・ボランティア活動団体　９団体�������������402,000円
　一人暮らし高齢者への友愛訪問、子どもたちへの絵本の読み聞かせ活動など

・高齢者・障害者・児童活動団体等　21団体� ��� 1,133,000円
　親睦と健康増進を図るスポーツ大会開催、各地域子ども会への活動支援など

・地域福祉活動団体　14団体� ����������� 1,665,000円
　地域で行われる世代間交流、友愛訪問活動、敬老会開催等の福祉活動支援など 

　今年も10月１日から全国一斉に赤い羽根共同募金運動がスタートし
ます。
　高梁市共同募金委員会では、戸別募金、法人募金をはじめ、市内の
イベント等で募金運動を行います。あなたのやさしさが、あなたの声
かけが、あなたの行動が、地域を変えていくはじめの一歩となります
ので、本年度も皆さまからのあたたかいご支援ご協力をよろしくお願
いいたします。

illustration by 羽雪
Crypton Future Media,INC.www.piapro.net  piapro

共同募金助成金交付式

★初音ミクを通じてクリエイターの皆さん
と共に赤い羽根共同募金運動を盛り上げ
ます。

　

市
社
協
で
は
、
高
梁
市
共
同
募
金
委
員
会
か
ら
配
分
を
受
け
、
歳

末
た
す
け
あ
い
支
援
事
業
と
し
て
、
次
に
該
当
す
る
方
々
に
慰
問
金

の
贈
呈
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
対
象
者

　

○
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業（
56
疾
病
）の
対
象
の
方

　

○
人
口
透
析
を
受
け
ら
れ
て
い
る
方

☆
受
付
期
間

　

平
成
26
年
10
月
15
日（
水
）〜
11
月
21
日（
金
）

☆
申
請
方
法

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
書
の
提
出
が
必

要
で
す
。
申
請
書
は
、
地
域
福
祉
課
、
各
支

所
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
い
ま

す
。
申
請
時
に
は
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
を
ご
持
参
下
さ
い
。

　
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
は
共
同
募
金

運
動
の
一
環
と
し
て
、
新
た
な
年
を
迎
え
る

時
期
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
よ
る
募
金
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

歳
末
た
す
け
あ
い
支
援
事
業

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動 

11
月
１
日
～
12
月
31
日

▽
お
問
い
合
わ
せ
先 

地
域
福
祉
課　

☎
22

７
２
４
３

有
漢
支
所　

☎
57

３
２
１
８ 

成
羽
支
所　

☎
42

２
０
０
５

川
上
支
所　

☎
48

９
７
７
０ 

備
中
支
所　

☎
45

３
１
３
１
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▽
お
問
い
合
わ
せ
先 

地
域
福
祉
課　

☎
22

７
２
４
３

有
漢
支
所　

☎
57

３
２
１
８ 

成
羽
支
所　

☎
42

２
０
０
５

川
上
支
所　

☎
48

９
７
７
０ 

備
中
支
所　

☎
45

３
１
３
１

　

市
社
協
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
は
、
団
体
登
録
74
団
体
（
２
，
４
９
３
人
）
と
個
人
登
録
22

人
が
登
録
し
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
登
録
団
体
の
活
動
を
随
時
紹

介
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
４
年
７
月
に
会
員
16
人
で
あ
じ
さ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
発
足
。

川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

地
元
利
用
者
の
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
基
よ
り
、

利
用
者
の
話
を
ゆ
っ
く
り

と
聞
き
、
会
話
を
交
わ
す

こ
と
で
心
の
通
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
心
掛
け
、
楽

し
く
安
ら
い
だ
気
持
ち
に

な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
、

会
員
一
同
頑
張
っ
て
い
ま

す
。 ▽

あ
じ
さ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
川
上
町
）

ボランティアセンター登録団体会員募集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

平成6年から地域で配食ボランティアを立ち上げ、現在８
人の会員がローテーションを組んで利用者宅へお弁当の配達
をしています。

お弁当を配ってくれる会員を募集しています。一緒に活動
をしてみませんか！！

　活 動 日：週４回（月・火・木・金）
　活動範囲：原田北町・原田南町・中原町・
　　　　　　上谷町・下谷町・横町・広瀬 等
　活動条件：車の運転が出来る方

▽高梁2－2南給食ボランティア

ほほえみ会では、自主リハビリ教室とミニデイサービスの
実施時に、対象者の送迎や調理、レクリエーション活動に取
り組んでいます。

会員は、スクラムを組んで絆を深め、自分の出来ることに
取り組み、支え合い・助け合い・誠を尽くすことを旨として
活動しています。なかなか会員が増えないのが頭の痛い所で、
1人でも多くのご加入をお待ちしております。

　活 動 日：第２・４火曜日
　活動条件：中井町在住の方

▽ほほえみ会（中井町）
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通所介護サービス（デイサービス）の紹介
通所介護サービス（デイサービス）は、在宅で介護を必要とされる方を対象に入浴・体操・レク

リエーションなどの各種サービスを提供し、ご家族の負担軽減や高齢者の自立を支援する介護保険
サービスのひとつです。

介護保険の認定を受けられた方が通所介護サービス（デイサービス）を利用することができます。
ご利用される場合は、市包括支援センターか担当ケアマネジャーにご相談ください。

デイサービスでは利用者の皆さんが
１日楽しく過ごせるよう次のサービスを提供しています

お問い合わせ先　介護保険課　☎22７２４４

ご自宅までお迎えにまいります。車いす
専用の送迎車もあります。

健康チェックと心身の健康を維持するた
めの機能訓練を実施しています。

手工芸で手先を動かし、脳を活性化する
取り組みを行っています。

自宅で入浴が困難な方は、介助により安
全に入浴していただいています。

お昼は季節の食材を使って
『お・も・て・な・し』

１日デイサービスで過ごされた後、ご自
宅までお送りします。

➡

➡

➡

➡

➡
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ふ れ あ い サ ロ ン 活 動 紹 介

　

私
た
ち
の
町
内
会
で
は
、
ふ
れ
あ

い
と
交
流
を
め
ざ
し
て
サ
ロ
ン
を
始

め
、
二
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
一

人
暮
ら
し
や
高
齢
世
帯
の
多
い
中

で
、
何
か
地
域
力
を
発
揮
し
た
い
と

６
人
が
発
起
者
と
な
り
、
さ
ら
に
福

祉
委
員
も
協
力
者
と
し
て
加
わ
っ
て

も
ら
い
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

４
月
15
日
に
は
、
町
内
の
公
会
堂

に
集
ま
り
、
ち
ら
し
寿
司
や
吸
い
物

な
ど
を
作
り
、
満
開
の
桜
の
花
の
下

で
会
食
し
ま
し
た
。
野
外
で
の
花
見

会
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
に
は
手
打
ち
う
ど
ん

に
挑
戦
し
、
７
月
に
は
、
若
い
世
代

の
有
志
が
中
心
と
な
っ
て
、
ソ
ー
メ

ン
流
し
や
た
こ
焼
き
、
串
焼
き
な
ど

若
い
人
た
ち
の
発
想
で
楽
し
く
世
代

間
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　

楽
し
い
会
食
以
外
に
も
、『
畦
地

の
歴
史
を
学
ぶ
会
』
と
し
て
勉
強
会

を
計
画
し
て
お
り
、
史
跡
を
見
た
り

話
を
伺
っ
た
り
と
自
分
た
ち
の
地
域

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る

た
め
、
和
気
あ
い
あ
い
の
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
サ
ロ

ン
は
歌
や
軽
体
操
な
ど
行
い
、
毎
回
手
作

り
の
野
菜
を
持
ち
寄
り
、
み
ん
な
で
昼
食

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
は
塩
坪
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で

七
夕
飾
り
を
作
り
ま
し
た
。
短
冊
に
願
い

事
を
書
き
、
持
ち
寄
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
や
ナ

ス
で
馬
や
牛
を
作
る
な
ど
し
て
、
参
加
者

み
ん
な
童
心
に
か
え
り
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。ま
た
、こ
の
日
は
、ミ
ョ

ウ
ガ
の
葉
で
け
ん
び
き
焼
き
を
作
り
ま
し

た
。

　

け
ん
び
き
焼
き
は
、
昔
お
や
つ
が
無
い

こ
ろ
、
ミ
ョ
ウ
ガ
の
葉
で
小
麦
粉
に
餡あ

ん

を

包
ん
で
焼
い
た
も
の
で
、
昔
を
思
い
出
し

な
が
ら
懐
か
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

巨瀬町塩坪上の下ふれあいサロン

有漢町畦地ふれあいサロン
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平成26年度 賛助会員会費にご協力いただいた法人・ふるさと会員
８月15日までの受付分を掲載しております。ご協力ありがとうございました。（順不同、敬称略）

■法人会員
（高梁地区）�����������
赤木食品 株式会社
有限会社 秋岡商店
社会福祉法人 旭川荘 たかはし松風寮
社会福祉法人 旭川荘 松山ワークセンター
株式会社 阿新レジャー開発
株式会社 アステア矢掛
イーグル工業株式会社 岡山事業場
株式会社 イマイ
有限会社 ウエルネス・プランニング グループホーム ウエルネス津川
株式会社 NK岡山
荏原環境プラント 株式会社 高梁管理事務所
有限会社 大河ガス
大河産業 株式会社
株式会社 オークスコーポレーション
有限会社 太田商会
株式会社 大森材木店
岡山県高梁生コンクリート 協同組合
有限会社 岡山県北機工
岡山県西部ヤクルト販売 株式会社 高梁センター
岡山県遊技業協同組合 高梁支部
株式会社 カートピア吉備
協業組合 カートピア車検センター
有限会社 加藤組
有限会社 加藤商店
有限会社 川上商店
有限会社 川口写真館
株式会社 川崎工業所
特定非営利活動法人 きらめき希望会
株式会社 共栄商事
有限会社 クロエ
桑内耳鼻咽喉科医院
有限会社 建築事務所双南舎
甲子園観光 株式会社
こころの医療 たいようの丘ホスピタル
有限会社 小見山事務商事
有限会社 坂市
さくらメディカルサービス 高梁営業所
佐藤建設工業 株式会社
三栄建設コンサルタント 株式会社 高梁支店
株式会社 三和サービス
三京 株式会社
株式会社 山陽オカムラ
山陽興産 株式会社
有限会社 シー・エス平野
島自動車 有限会社
学校法人 順正学園
深耕寺
有限会社 須山商店
有限会社 陶山伝五郎商店
スリーコウ 株式会社
株式会社 総合技術サービス

有限会社 タイチ
高梁医師会立 訪問看護ステーションやまびこ
高梁運輸 株式会社
高梁川漁業協同組合
株式会社 高梁国際ホテル
一般社団法人 高梁市観光協会
高梁食品 株式会社
医療法人 高梁整形外科医院
医療法人 清梁会 高梁中央病院
有限会社 高梁リース
武田鋳造 株式会社 高梁工場
有限会社 竹谷急送
株式会社 竹本商事運輸
田中石材工業 株式会社
株式会社 たにもと
株式会社 中国銀行 高梁支店
一般財団法人 中国電気保安協会 高梁営業所
中国労働金庫 備中支店
株式会社 ツキモト
有限会社 テイ・エム・エス
デイサービス かなち
ＴＫＣ．岡山総合会計 有限会社 高梁支店
有限会社 天任堂
トークロ
株式会社 トマト銀行 高梁支店
中村建設 株式会社
有限会社 中村損害保険
縄手商事 株式会社
西川工業 有限会社
株式会社 ニシイ
株式会社 西石油
ニショウ 株式会社
野田コンストラクション 株式会社
株式会社 能登原商店
有限会社 ハイビス
有限会社 伯備運輸
有限会社 長谷川タイヤ商会
花崎建設 株式会社
有限会社 花のれん
有限会社 花房教材
備中開発 株式会社
備北液化ガス販売 株式会社
株式会社 備北オートセンター
備北興業 株式会社
備北信用金庫
びほく農業協同組合
備北林産用品 株式会社
有限会社 フジイ
ふじかわ眼科 高梁分院
有限会社 福本石材
堀金属表面処理工業 株式会社 岡山工場
株式会社 本多組
松本物産 有限会社

株式会社 ママドライセンター
丸橋工務店 有限会社
株式会社 マルフジ電器
有限会社 水野組
株式会社 光明石製造所
有限会社 三宅工務店
特定非営利活動法人 明愛会 備北介護センター
有限会社 森十自動車工作所
株式会社 森産業
有限会社 森田商店
有限会社 ヤスハラ
山佐産業 株式会社  エンドレス高梁店
有限会社 山田薬局
山本印刷所
株式会社 ゆめフク・ホーム
有限会社 ワタナベトーヨー住器
（有漢地区）�����������
株式会社 魚省本店
有漢診療所
有限会社 ウカンファーマーズファクトリー
有漢郵便局
有限会社 大月産業
岡山イーグル株式会社
上有漢郵便局
河原工業所
倉野工務店
有限会社 千崎建設
中山商会
有限会社 ハスイサービス
有限会社 原木材工業所
有限会社 平山電建
芳烈酒造株式会社
丸五シーエス工業株式会社
マルサ醸造 有限会社
山根商事 有限会社
株式会社 夢ファーム有漢
有限会社 和田組
（成羽地区）�����������
合資会社 麻田百貨店
石田商店
伊藤食品 有限会社
有限会社 応武銃砲火薬店
大東建設 株式会社
お食事処 泉食堂
加藤電器店 
クロカワ工業 株式会社
岸本精密発條 株式会社 岡山工場
有限会社 サンユウ縫製
柴田興産 株式会社
白菊商事 株式会社
成美工業 株式会社
ゼノテック 株式会社 備北工場
有限会社 高木建設 （次ページに続く）
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８月16日からの受付分は11月15日発行の第58号に掲載させていただきます。

市内外の方々へご協力のお願いをしております、平成26年度賛助会
員会費について、多くの方々からご理解ご協力を賜り、ありがとうござ
います。

この会費は、敬老事業やボランティア活動等の地域福祉活動を推進し
ていくうえで、欠かせない貴重な財源となっております。

引き続き、賛助会員を募っておりますので、会員制度の趣旨をご理解
いただき、ご協力をお願いいたします。

平成26年度　賛助会員会費について
○普通会員
　高梁市民 1口1,000円
○法人会員
　市内の法人（事業所を含む）
 1口3,000円
○ふるさと会員
　市外居住者 1口3,000円
○特別会員
　特別な協力者 1口5,000円

だるま屋商店
株式会社 近久鉄工所
デイリーフーズ秋岡屋
株式会社 トリムス岡山工場
株式会社 ナリケンテクノ
成羽運送 株式会社
成羽川生コン 株式会社
有限会社 成羽自動車
成羽ポートリー 株式会社
有限会社 日成産業
有限会社 藤井商事
有限会社 みやもと
株式会社 ムネオカ
有限会社 リバテック
柳井芳文堂
ユニチカ成羽 株式会社
渡辺歯科医院
（川上地区）�����������

社会福祉法人 旭川荘 介護老人保健施設ひだまり苑
石川北観光 有限会社

有限会社 馬山商会
株式会社 大塚組
株式会社 大月組
株式会社 大月石材店
大森精工 有限会社
有限会社 カーライフ那須
有限会社 かっこう花グループ 
有限会社 唐﨑工業
川上工業 株式会社
川上電工協同組合
株式会社 三美産業
地頭石油 株式会社
株式会社 シャガード 
タナカオート
有限会社 濱農産
びほくバス株式会社
株式会社 平松運輸
三村加工 有限会社
三輪新聞販売所
南工業 有限会社
山室建設 株式会社

山本酒造 株式会社
（備中地区）�����������
赤木酒造 株式会社
朝日堂
グループホーム やすらぎ荘
有限会社 光土水
杉田商店
高梁市備中診療所
七地屋
有限会社 東平建設
藤田商店
株式会社 ホンダカーズ高梁
松屋商店
（市外）�������������
株式会社 郁文社印刷
神田器械店
ダスキン作州
西本薬品株式会社
株式会社 前田サービス岡山

■ふるさと会員
（高梁地区）������

大分県 阿部百合子
兵庫県 有安　　斉
大阪府 池上　裕子
京都府 石川　幸子
京都府 伊藤　謙介
埼玉県 伊山　佳男
東京都 大塚ゆり江
大阪府 小野　康雄
東京都 柏木　章一
福岡県 久内　　勝
兵庫県 神野　陽子
兵庫県 亀山　　修
岡山市 川上晋一郎
広島県 河原　尚士
井原市 栢原　一郎
総社市 黒川　和美
京都府 小山　清子

大阪府 清水　正樹
大阪府 竹井　康純
兵庫県 徳森　　稔
岡山市 友野　善春
大阪府 永田　勝矢
兵庫県 難波　　充
総社市 西　　　賢
愛知県 西　　乗雄
兵庫県 原田　　健
大阪府 平松　成夫
倉敷市 平松　典雄
岡山市 福瀧　　允
滋賀県 福本　博子
岡山市 堀川　健治
倉敷市 三村　　寿
広島県 宗森　　進
千葉県 渡邉　　明

（有漢地区）������
千葉県 村田  光範

（成羽地区）������
長野県 木口　嘉子
兵庫県 仁後　圭助
大阪府 松田　　進

（川上地区）������
神奈川県 石田　弘子
神奈川県 江草　　務
岡山市 小澤　　曻
兵庫県 柏木　忠之
大阪府 金子　　孝
東京都 川上美惠子
井原市 川上　幸雄
東京都 川上　芳男
東京都 柴原　和美
岡山市 須藤　　勇
大阪府 妹尾　修治
大阪府 多賀　保惠
総社市 龍本　孝義
京都府 那須　　芳

東京都 森下　英昭
（備中地区）������

新見市 赤木　源一
倉敷市 赤木　敏郎
広島県 内田　鈴恵
大阪府 岡本　金丸
香川県 荻野　哲朗
広島県 佐藤　宏子
大阪府 田村　節子
玉野市 田村　弘子
新見市 難波　道典
東京都 長谷川正規
倉敷市 古米　完二
東京都 古米　弘明
倉敷市 物部宣太郎
新見市 山本　明子
鳥取県 脇本喜美恵

賛助会員

（前ページの続き）
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地域福祉活動報告

　

有
漢
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
広
島

県
庄
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
視
察
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。
庄
原
市
の
面
積
は

高
梁
市
の
倍
以
上
で
す
が
、
人
口
は
高
梁

市
と
同
等
の
３
万
８
千
人
で
す
。
人
口
減

と
高
齢
化
と
い
う
同
じ
問
題
を
抱
え
た
庄

原
市
社
協
が
実
施
す
る
安
心
生
活
創
造
事

業
『
お
た
が
い
さ
ま
ネ
ッ
ト
』
の
活
動
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

小
学
校
区
を
組
織
単
位
と
し
て
、
町
内

会
長
、
一
人
暮
ら
し
相
談
員
、
老
人
会
、

民
生
委
員
が
力
を
合
わ
せ
、
日
々
の
見
守

り
を
行
い
、
災
害
時
の
避
難
支
援
な
ど
の

問
題
点
を
検
討
し
、
調
整
し
ま
す
。
解
決

で
き
な
い
時
は
、
市
や
社
協
に
協
力
を
求

め
る
体
制
作
り
が
確
立
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
の
考
え
は
、
地
域
の
力
を
合
わ
せ

て
『
み
ん
な
で
支
え
あ
っ
て
い
こ
う
』
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
理
解
と
人
づ
く
り
が

一
番
の
課
題
だ
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
有

漢
地
区
社
協
に
お
い
て
も
、
地
域
に
お
け

る
共
通
の
課
題
解
決
の
重
要
性
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
地

域
で
の
福
祉
活
動
に
対
し
て
参
考
と
な
る

貴
重
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

『
お
た
が
い
さ
ま

ネ
ッ
ト
』と
は
…

　

地
域
の
一
人

暮
ら
し
高
齢
者
や

障
害
者
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
孤

立
す
る
こ
と
な
く

心
豊
か
に
生
活
で

き
る
よ
う
に
見
守

り
を
す
る
市
民
協

働
に
よ
る
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
で
す
。

県
外
視
察
研
修
8/7

有
漢
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
委
員
・
民
生
委
員
児
童
委
員
合
同
会
議

川
上
地
区
福
祉
委
員
連
絡
会

　

川
上
地
区
福
祉
委
員
連
絡
会
で
は
３
つ
の
地
区
で
福
祉
委
員
と
民

生
委
員
児
童
委
員
の
合
同
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

７
月
23
日
の
七
地
地
区
で
は
、
よ
り
細
や
か
な
地
域
内
で
の
見
守

り
活
動
を
行
う
た
め
愛
育
委
員
の
方
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
お
互
い

の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

昨
年
発
生
し
た
災
害
対
応
の
反
省
を
含
め
、
要
援
護
者
以
外
の
方

へ
の
安
否
確
認
や
支
援
の
必
要
性
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各

地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
一
人
暮
ら
し
の

な
ど
の
安
否
確
認
や
状
況
把
握
に
も
役
立
つ
な
ど
の
事
例
説
明
も
あ

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
合
同
会
議
を
通
じ
て
、
日
常
の
活
動
か
ら
緊
急
時
の
対
応

ま
で
の
意
見
交
換
が
で
き
、
連
携
活
動
に
向
け
有
意
義
な
会
議
と
な

り
ま
し
た
。
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高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
今
ま
で
培
っ

て
こ
ら
れ
た
豊
か
な
知
識
、
経
験
、
技

術
を
発
揮
す
る
場
の
提
供
を
し
て
い
ま

す
。
随
時
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
会
員
の
条
件

❶
お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で

働
く
意
欲
が
あ
る
方

❷
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
旨

に
賛
同
し
、入
会
説
明
を
受
け「
就

業
承
諾
書
・
入
会
申
込
書
」
を
提

出
さ
れ
た
方

❸
市
社
協
会
長
か
ら
入
会
を
承
認
さ

れ
た
方

▽
お
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課　

☎
22

７
２
４
３

有
漢
支
所　

☎
57

３
２
１
８

成
羽
支
所　

☎
42

２
０
０
５

川
上
支
所　

☎
48

９
７
７
０

備
中
支
所　

☎
45

３
１
３
１

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中

自分好みの新聞記事が
掲載された古新聞紙を
使って、素敵なバッグを
作りました。

何を入れようかな？…

福祉施設の作品展示コーナー 巨瀬デイサービスセンター

☆材料　４人分☆
カボチャ ……………… 100g
木綿豆腐……………… 1/3丁
ホットケーキの素 ……… 80g
卵………………………… １個

牛乳かスキムミルク……70cc
砂糖……………………… 10g
サラダ油………………… 適量

♪かぼちゃはつぶすだけでも良
いですが、裏ごしをすると舌触
りが滑らかになります。

介護職員のおすすめレシピ ヘルシーかぼちゃケーキ

新
聞
バ
ッ
グ

ポイント

☆作り方☆
①カボチャは電子レンジで柔らかくなるまで温め、つぶして砂

糖を入れる。
②①に豆腐を水切りをせずに混ぜる。
③ホットケーキの素に牛乳、卵を入れてよく混ぜる。
④②と③を良く混ぜ合わせる。
⑤炊飯器の釜の内側にサラダ油を塗り、④を入れて普通炊きで

出来上がり。

前号（第56号）にお
いて掲載に誤りがあ
りました。お詫びし
て訂正いたします。

４ページ　賛助会費を財源とした事業

（誤） ボランティア協力校助成金等
221,550円 ➡ （正） ボランティア活動保険料助成

221,550円

12ページ　敬老事業の助成金交付申請を受付ています

（誤） （大正15年４月１日～大正16年
３月31日の間にお生まれの方） ➡ （正） （大正15年４月１日～昭和２年

３月31日の間にお生まれの方）
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▼
支
給
要
件

❶
複
数
の
敬
老
事
業
で
対
象
者
が
重
複

し
た
場
合
は
、
１
回
の
み
支
給
対
象

と
な
り
ま
す
。

❷
実
施
区
域
は
、
町
内
会
単
位
以
上
の

規
模
で
の
実
施
。

❸
実
施
主
体
は
、
地
域
住
民
の
創
意
工

夫
に
よ
り
、様
々
な
地
域
内
の
団
体
・

グ
ル
ー
プ
等
を
対
象
。

　

永
年
に
わ
た
り
地
域
の
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
高
齢
者
を
敬
愛
し
長
寿
を

祝
う
敬
老
事
業
に
対
し
、
助
成
を
行

い
ま
す
。

　

助
成
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
団

体
等
は
、
地
域
福
祉
課
、
各
支
所
、

各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
い

る
申
請
書
に
て
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
対
象
事
業

　

本
年
９
月
か
ら
11
月
末
日
ま
で
の

期
間
内
に
実
施
す
る
敬
老
会
。
た
だ

し
、
現
金
や
記
念
品
等
の
贈
呈
の
み

の
事
業
は
除
き
ま
す
。

▼
対
象
者

　

平
成
26
年
８
月
１
日
現
在
で
市
内

に
住
所
を
有
し
、
平
成
27
年
３
月
31

日
ま
で
に
満
75
歳
以
上
に
な
る
方
。

▼
助
成
金
の
交
付
額

　

対
象
者
の
内
、
敬
老
会
に
参
加
さ

れ
た
方
１
人
当
た
り
１
，
５
０
０
円

を
助
成
。

※
こ
の
他
に
、
敬
老
会
実
施
地
域
で

満
88
歳
（
大
正
15
年
４
月
１
日
〜

昭
和
２
年
３
月
31
日
の
間
に
お
生

ま
れ
の
方
）
を
迎
え
ら
れ
る
方
１

人
当
た
り
１
，５
０
０
円
を
助
成
。

高
梁
市
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
事
業
の
第

２
回
目
を
平
成
26
年
11
月
に
実
施
し
ま
す
。

な
お
、
申
込
締
切
は
10
月
10
日（
金
）ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
対
象
者

寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
で
、
次
の

い
ず
れ
か
の
条
件
を
満
た
す
方（
高
齢
者

と
は
概
ね
65
歳
以
上
の
方
、
障
害
者
と
は

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害

者
及
び
難
病
患
者
の
方
で
す
）

❶
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
・
障
害
者

❷
高
齢
者
・
障
害
者
の
み
の
世
帯
又
は

こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の
高
齢
者
・
障

害
者

▽
対
象
品
目

掛
布
団
、
敷
布
団
、

肌
布
団
、
毛
布（
シ
ン

グ
ル
）の
１
セ
ッ
ト（
単

品
で
も
可
）

※
第
１
回
目
に
申
請
を

さ
れ
た
方
は
、
第
２

回
目
の
申
請
も
兼
ね

て
い
る
の
で
申
請
は

不
要
で
す
。

種　　　別 福祉総合相談 身体障害者相談

担当相談員 常任相談員 身体障害者相談員

場　　　所 高梁総合福祉センター 高梁総合福祉センター

時　　　間 10：00～ 15：00 10：00～ 15：00

月／日
10月 16日（木） 10月 2日（木）

11月 20日（木） 11月 6日（木）

地　域 回収予定日 配達予定日

高梁・有漢 11月1日（土） 11月8日（土）

成羽・川上・備中 11月15日（土） 11月22日（土）

☆各支所で定例の相談日はありませんが、随時相談に応じます。
☆相談予約や問合せ先は次のとおりです。
　　地域福祉課 ☎ 22 7243　　有漢支所 ☎ 57 3218　　成羽支所 ☎ 42 2005
　　川上支所 ☎ 48 9770　　備中支所 ☎ 45 3131
※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。

平成 26 年度

ふれあい
相談と援助

お
知
ら
せ
の
お
問
い
合
わ
せ
先

地
域
福
祉
課　

☎
22

７
２
４
３

有
漢
支
所　

☎
57

３
２
１
８

成
羽
支
所　

☎
42

２
０
０
５

川
上
支
所　

☎
48

９
７
７
０

備
中
支
所　

☎
45

３
１
３
１

平
成
26
年
度 

高
梁
市
寝
具
洗

濯
乾
燥
消
毒
事
業
に
つ
い
て

敬
老
事
業
の
助
成
金
交
付
申
請
を
受
付
し
て
い
ま
す
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《
落
合
地
区
》

金
一
封 

落
合
町 

西
　
　
　
健

 
 

（
故
・
芳
夫
様
）

金
一
封 

落
合
町 

田
村
　
政
江

 
 

（
故
・
勝
己
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封 

上
有
漢 

髙
木
　
寿
幸

 
 

（
故
・
温
様
）

金
一
封 

有　

漢 

𠮷
田
　
克
巳

 
 

（
故
・
美
佐
登
様
）

金
一
封 

上
有
漢 

中
日
奈
時
夫

 
 

（
故
・
隆
様
）

金
一
封 

有　

漢 

清
原
　
廉
三

 
 

（
故
・
晴
子
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封 

成　

羽 

木
口
　
順
介

 
 

（
故
・
隆
一
様
）

金
一
封 

原
田
北
町 

鹿
田
　
　
修

 
 

（
故
・
久
喜
様
）

金
一
封 

成　

羽 

土
田
　
雅
己

 
 

（
故
・
清
之
様
）

金
一
封 

岡
山
市 

成
清
　
良
幸

 
 

（
故
・
末
一
様
）

金
一
封 

倉
敷
市 

山
江
　
和
代

 
 

（
故
・
山
本
貞
夫
様
）

金
一
封 

吹　

屋 

中
山
　
純
雄

 
 

（
故
・
美
枝
様
）

金
一
封 

成　

羽 

古
村
　
克
宜

 
 

（
故
・
光
子
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封 

巨
瀬
町 

藤
井
　
敏
治

 
 

（
故
・
芳
太
郎
様
）

金
一
封 

倉
敷
市 

難
波
　
秀
彰

 
 

（
故
・
貫
一
様
）

金
一
封 

巨
瀬
町 

藤
森
　
　
強

 
 

（
故
・
あ
さ
の
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封 

中
井
町 

新
井
　
　
實

 
 

（
故
・
泰
子
様
）

金
一
封 

中
井
町 

西
　
　
康
夫

 
 

（
故
・
恒
次
様
）

金
一
封 

中
井
町 

山
口
　
幸
雄

 
 

（
故
・
う
め
様
）

金
一
封 

中
井
町 

杉
　
　
雅
雄

 
 

（
故
・
艶
子
様
）

金
一
封 

中
井
町 

杼
山
　
定
夫

 
 

（
故
・
玉
恵
様
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封 

宇
治
町 

本
倉
　
　
晃

 
 

（
故
・
勉
様
）

金
一
封 

宇
治
町 

稲
毛
　
良
泰

 
 （

故
・
淺
沼
美
代
子
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封 

松
原
町 

宗
岡
　
円
之

 
 

（
故
・
五
男
様
）

金
一
封 

松
原
町 

赤
木
　
和
市

 
 

（
故
・
靜
重
様
）

金
一
封 

下
谷
町 

遠
藤
　
久
男

 
 

（
故
・
久
之
介
様
）

金
一
封 

松
原
町 

赤
木
　
和
市

 
 

（
故
・
靜
重
様
）

金
一
封 

落
合
町 

田
村
　
政
江

 
 

（
故
・
勝
己
様
）

金
一
封 

川
面
町 

三
村
　
知
史

 
 

（
故
・
知
惠
子
様
）

金
一
封 

津
川
町 

田
村
　
義
之

 
 

（
故
・
ミ
ヨ
ノ
様
）

金
一
封 

下　

町 

小
林
　
啓
一

 
 

（
故
・
綾
子
様
）

金
一
封 

本　

町 

森
尾
　
　
歩

 
 

（
故
・
宏
子
様
）

金
一
封 

中
井
町 

山
口
　
幸
雄

 
 

（
故
・
う
め
様
）

金
一
封 

津
川
町 

仲
田
　
光
孝

 
 

（
故
・
い
と
様
）

金
一
封 

中
井
町 

太
田
井
　
正

 
 

（
故
・
君
江
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封 
津
川
町 

仙
木
ト
ミ
コ

 
 

（
故
・
金
吾
様
）

金
一
封 

津
川
町 
田
村
　
義
之

 
 

（
故
・
ミ
ヨ
ノ
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封 

川
面
町 

三
村
　
知
史

 
 

（
故
・
知
惠
子
様
）

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封 

落
合
町 

上
杉
　
明
生

 
 

（
故
・
辰
雄
様
）

金
一
封 

原
田
北
町 

鹿
田
　
　
修

 
 

（
故
・
久
喜
様
）

金
一
封 

高
倉
町 

川
上
　
　
皎

 
 

（
故
・
勉
様
）

金
一
封 

岡
山
市 

樋
口
　
　
昭

 
 

（
故
・
義
一
様
）

金
一
封 

津
川
町 

仙
木
ト
ミ
コ

 
 

（
故
・
金
吾
様
）

金
一
封 
和
田
町 

赤
木
　
博
司

 
 

（
故
・
實
様
）

金
一
封 

落
合
町 

河
原
　
富
美

 
 

（
故
・
良
雄
様
）

金
一
封 

落
合
町 
西
　
　
　
健

 
 

（
故
・
芳
夫
様
）

金
一
封 

松
原
町 

宗
岡
　
円
之

 
 

（
故
・
五
男
様
）

金
一
封 

中
原
町 

新
井
　
信
弘

 
 

（
故
・
ス
ミ
子
様
）

金
一
封 

落
合
町 

内
田
　
唯
志

 
 

（
故
・
進
様
）

金
一
封 

中
井
町 

西
　
　
康
夫

 
 

（
故
・
恒
次
様
）

金
一
封 

高
倉
町 

安
原
　
乾
吾

 
 

（
故
・
進
様
）

金
一
封 

落
合
町 

平
本
　
尚
生

 
 

（
故
・
和
子
様
）

ありがとうございました。
　社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成 26 年７月と８月にいただいたご寄付についてお知らせ
します。心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
　なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

26 年７月〜８月

社会福祉協議会への 寄ご 付
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《
成
羽
支
会
》

金
一
封 

下　

原 

高
木
　
　
要

 
 （

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封 

下
大
竹 

藤
本
喜
美
子

 
 （

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

下
大
竹 

三
宅
　
清
子

 
 （
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

地　

頭 

森
下
　
　
薫

 
 （

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封 

平　

川 

江
草
　
　
優

 
 （

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

布　

賀 

内
田
志
磨
子

 
 （

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

平　

川 

瀬
戸
川
安
美

 
 （

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

西
油
野 

角
川
　
勇
夫

 
 （

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 
東
油
野 

平
松
爲
三
郎

 
 

（
受
章
御
礼
と
し
て
）

【
一
般
寄
付
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封 

 

匿
　
　
　
名

 
 

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封 

 

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て

 

第
362
回
、
第
363
回
目
）

金
一
封 

川
面
町 

川
西
　
　
寛

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

一
万
円 

高
梁
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

（
平
成
25
年
度
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

 

事
業
の
収
益
金
と
し
て
）

一
万
四
千
八
八
四
円

南　

町

医
療
法
人
清
梁
会
高
梁
中
央
病
院

（
病
院
看
護
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
収
益
金
と
し
て
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封 

川
面
町 

川
西
　
　
寛

 
 （

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封 

上
有
漢 

山
根
　
　
隆

 
 （

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

鷲
塚
　
秋
子

 
 （

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

上
有
漢 

荒
田
　
祐
吉

 
 （

退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封 

有　

漢 

熊
本
　
　
満

 

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封 

岡
山
市 

矢
敷
　
朝
代

 
 

（
故
・
大
塚
重
信
様
）

金
一
封 
地　

頭 

川
上
　
光
市

 
 

（
故
・
澄
惠
様
）

金
一
封 

仁　

賀 
石
井
　
初
美

 
 

（
故
・

様
）

金
一
封 

領　

家 
藤
井
　
勇
治

 
 

（
故
・
民
江
様
）

金
一
封 

落
合
町 

渡
辺
慎
太
郎

 
 

（
故
・
龍
馬
様
）

金
一
封 

上
大
竹 

神
崎
　
和
子

 
 

（
故
・
操
様
）

金
一
封 

大
阪
府 

川
上
　
昭
弘

 
 

（
故
・
虎
夫
様
）

金
一
封 

領　

家 

藤
田
　
登
代

 
 

（
故
・
浩
志
様
）

金
一
封 

地　

頭 

藤
井
　
正
直

 
 

（
故
・
佐
藤
照
代
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封 

西
油
野 

田
邉
　
直
人

 
 

（
故
・
岩
太
郎
様
）

金
一
封 

布　

賀 

江
草
　
茂
實

 
 

（
故
・
八
重
野
様
）

金
一
封 

総
社
市 

友
野
　
義
和

 
 （
故
・
三
宅
ミ
サ
ヨ
様
）

金
一
封 

志
藤
用
瀬 

芳
賀
輝
誉
司

 
 

（
故
・
喜
久
雄
様
）

金
一
封 

平　

川 

長
尾
由
利
子

 
 

（
故
・
前
平
文
女
様
）

この広報紙は、寄付金の一部を活用して発行しています

編
集
後
記

　

日
本
各
地
で
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
収
穫
を
迎
え
る
農
作
物

に
も
日
照
不
足
に
よ
る
影
響
が
出
て
お
り
、
天
候
の
良
い
日

が
続
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
中
高
校
生
が
夏
休
み
の
期
間
を
利
用
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事

業
や
福
祉
委
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
多
く
の
方
の
参

加
の
も
と
、
福
祉
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
講
座
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
登
録
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
活
動
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
よ
り
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま

す
。
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
地
域
の
福
祉

活
動
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

（
ｋ
）

この広報誌は再生紙を使用しています。
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